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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の注意事項と機能情報については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースのバグ検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 Rapid Deployment に関する情報

IPv6 Rapid Deployment トンネル
6RD機能は、6to4機能を拡張したものです。6RD機能により、サービスプロバイダー（SP）は、
IPv4による IPv6のカプセル化を使用して、自身の IPv4ネットワーク上でユニキャスト IPv6サー
ビスをお客様に提供できます。

6RDと 6to4トンネリングの主な違いは次のとおりです。

• 6RDはアドレスに2002::/16プレフィックスを割り当てる必要はありません。したがって、プ
レフィックスは SPの自身のアドレスブロックから割り当てることができます。この機能に
より、6RDの動作ドメインを SPネットワーク内にすることができます。カスタマーサイト
と 6RD対応 SPネットワークに接続された一般 IPv6インターネットの観点から提供される
IPv6サービスは、ネイティブ IPv6と同等です。

• IPv4宛先の 32ビットすべてを IPv6ペイロードヘッダーで伝送する必要はありません。 IPv4
宛先は、ペイロードヘッダー内にあるビットデータとルータ上の情報を組み合わせて求め

られます。さらに、IPv4アドレスは、6to4の場合とは異なり、IPv6ヘッダー内での位置が
固定ではありません。

6RD SPプレフィックスは、次の図に示すように IPv6導入の SPによって選択されました。 6RD
委任プレフィックスは SPプレフィックスと IPv4アドレスビットから取得され、CEによってサ
イト内のホストに使用されます。

図 1：6RD の展開
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次に、6RDプレフィックス委任がどのように動作するかを示します。

図 2：6RD プレフィックス委任の説明
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次に、6RDプレフィックス委任のトポロジを示します。

図 3：6RD プレフィックス委任と説明
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IPv6 Rapid Deployment の設定方法

6RD トンネルの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface tunnel tunnel-number
4. tunnel source {ip-address| interface-t ype interface-number}
5. tunnel mode ipv6ip [6rd | 6to4 | auto-tunnel | isatap]
6. tunnel 6rd prefix ipv6-prefix / prefix-length
7. tunnel 6rd ipv4 {prefix-length length} {suffix-length length}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

トンネルインターフェイスおよび番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface tunnel tunnel-number

例：

Router(config)# interface tunnel 1

ステップ 3   

トンネルインターフェイスの送信元インターフェイス

のタイプおよび番号を指定します。

tunnel source {ip-address| interface-t ype
interface-number}

例：

Router(config-if)# tunnel source loopback
1

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

スタティック IPv6トンネルインターフェイスを設定
します。

tunnel mode ipv6ip [6rd | 6to4 | auto-tunnel |
isatap]

例：

Router(config-if)# tunnel mode ipv6ip 6rd

ステップ 5   

• auto-tunnelキーワードは、CiscoASR1000シリー
ズルータではサポートされません。

IPv6 rapid 6RDトンネル上で共通の IPv6プレフィック
スを指定します。

tunnel 6rd prefix ipv6-prefix / prefix-length

例：

Router(config-if)# tunnel 6rd prefix
2001:B000::/32

ステップ 6   

ドメイン内のすべての 6RDルータに共通の IPv4トラ
ンスポートアドレスのプレフィックス長およびサフィ

クス長を指定します。

tunnel 6rd ipv4 {prefix-length length}
{suffix-length length}

例：

Router(config-if)# tunnel 6rd ipv4
prefix-length 16 suffix 8

ステップ 7   

IPv6 Rapid Deployment の設定例

例：6RD トンネルの設定
次の例では、6RDトンネルの実行コンフィギュレーションとそれに対応する show tunnel 6rdコマ
ンドの出力を示します。

interface Tunnel1
ipv6 address 2001:B000:100::1/32
tunnel source loopback 1
tunnel mode ipv6ip 6rd
tunnel 6rd prefix 2001:B000::/32
tunnel 6rd ipv4 prefix-len 16 suffix-len 8
end
Router# show tunnel 6rd tunnel 1
Interface Tunnel1:
Tunnel Source: 10.1.1.1
6RD: Operational, V6 Prefix: 2001:B000::/32
V4 Common Prefix Length: 16, Value: 10.1.0.0
V4 Common Suffix Length: 8, Value: 0.0.0.1
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 Rapid Deployment の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：IPv6 Rapid Deployment の機能情報

機能情報リリース機能名

6RD機能により、サービスプ
ロバイダーは、IPv4による IPv6
のカプセル化を使用して、自身

の IPv4ネットワーク上でユニ
キャスト IPv6サービスをお客
様に提供できます。

tunnel 6rd ipv4、tunnel 6rd
prefix、tunnel mode ipv6ip、
tunnel sourceの各コマンドが導
入または変更されました。

Cisco IOS XE Release 3.1SIPトンネリング：6RD IPv6
Rapid Deployment
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